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開（2019年 5月 10日）のデータを用いた。日本語能力判定テスト SPOTの結果 2に基づいて，
1 本稿で対象者群を述べる順番はアルファベット順で並べている。（A）American（EUS），（C）Chinese（CCM），
（K）Korean（KKD）と（V）Vietnamese（VVN）
2 SPOTは筑波日本語テスト集（Tsukuba Test-Battery of Japanese）の一つである。SPOTの判定によると，中
級レベルに当たる得点は 56点から 80点である。
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表 3　I-JASの対象者別の属性






















































































母語話者の別 身分 母語 専攻 人数（男女内訳）
英語母語話者（EN） 全員学生 英語 経済，IT等 13名（男性 6名，
女性 7名）
中国語母語話者（CN） 全員学生 中国語 言語文化学，経済等 13名（男性 2名，
女性 11名）
韓国語母語話者（KN） 全員学生 韓国語 言語文化学，文学等 13名（男性 3名，
女性 10名）
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3.3 分析場面





場面② ケンが 2階で寝ているマリを呼ぶ。 ケン ⬅➡ マリ
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（例 3）：タイプ 2【移動視点】



























JJJ EUS CCM KKD VVN











































































































合計 157（100） 113（100） 163（100） 119（100） 135（100）
　{　}内は平均値　　　（　）内は %
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表 9　対象者別の語りにおける主語の統一者数と交替者数
場面② 場面③
JJJ EUS CCM KKD VVN JJJ EUS CCM KKD VVN
主語の統一 0 0 0 0 0 5 1 2 0 0





















（例 9） ： ［ケン］うーうちにはい入る，ために，［ケン］ケンははし梯子を使って，［ケン］二
階へ行き二階へ行きます。［警官］その（連体詞）時，ある警官が来ました。ケンは，
ケンは［警官］警官はケンを泥棒，泥棒に認めました。 （I-JASの CCM08）





















（例 11）： There was a ladder next to the house. ［ケン］ Ken came up with a plan that ［ケン］ he could get 
the ladder, ［ケン］ climb into Maryʼs window and then ［ケン］ he would be in the house. NEE-





（例 12）： ［ケン］他从仓库搬出了梯子。［ケン］呃然后打算从 2 楼爬上去。［警官］呃这个时候在
夜间巡逻的警察路过，［ケン］发现他正在梯子上，［警官］呃以为他是一个小偷，［警官］
然后呃就把他抓住了。
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（例 13）： 그래서，［ケン］남편은 사다리를 타고，［ケン］2층 집 방으로 올라가고 있었어요 . 그





（例 14）： ［ケン］ Kent thấy cửa sổ còn mở nên ［ケン］ Kent đi lấy cái thang để trèo lên cửa sổ. ［警官］ 













視点表現 JJJ EUS CCM KKD VVN
視点明示表現 受身表現 10 {0.8} 0 {0.0} 5 {0.4} 1 {0.1} 1 {0.1}
授受表現 13 {1.0} 0 {0.0} 0 {0.0} 0 {0.0} 0 {0.0}
移動表現 19 {1.5} 12 {0.9} 6 {0.5} 5 {0.4} 3 {0.2}
主観表現 感情形容詞 0 {0.0} 1 {0.1} 8 {0.6} 0 {0.0} 0 {0.0}
思考・視覚動詞 5 {0.4} 6 {0.5} 6 {0.5} 6 {0.5} 11 {0.8}
文末表現 22 {1.7} 13 {1.0} 4 {0.3} 7 {0.5} 1 {0.1}
















受身表現 JJJ EUS CCM KKD VVN
呼ばれる 0 0 0 0 1
呼びとめられる 2 0 0 0 0
咎められる 1 0 0 0 0
見咎められる 1 0 0 0 0
尋ねられる 1 0 0 0 0
質問される 1 0 0 1 0
注意をされる 2 0 0 0 0
言われる 1 0 0 0 0
見られる 0 0 2 0 0
叱られる 0 0 1 0 0
聞かれる 0 0 1 0 0
思われる 0 0 1 0 0
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　一方，追加データの 13名のうち 9名がこの事態では，例 18のように受身表現を使用してい
なかった。つまり，中国語母語話者はただ警官が来て，ケンと話したというように描写する人
のほうが多かった。












（例 19） ： えーその後（そのあと），ケンは梯子で，うんー二階，うちの二階ーに乗っています。
それを見ると，んー警察官が，質問します。 （I-JASの VVN21）
（例 20） ： ところで，警官のいと（人）が，ケンにー，んーケンを見て，ケンに話をかけました（話
しかけました）。ところで，警官のいと（人）が，ケンにー，んーケンを見て，ケン
に話をかけました（話しかけました）。 （I-JASの KKD47）




（例 22） ： そして，ケンは，あーはした（梯子）を探して，うーに，うー窓からはうーうちに入
るつもりだんですが（つもりなんですが），その（連体詞）時をあー一つおまわりさんー
が，うーその（連体詞），うケンを見ました。そして，「ほら，誰だ，止まりなさい」










場面 授受表現 JJJ EUS CCM KKD VVN
場面②
気付いてくれない 3 0 0 0 0
起きてくれない 2 0 0 0 0
場面④
わかってくれる 2 0 0 0 0
起きてくれる 2 0 0 0 0
わかってもらう 1 0 0 0 0
理解してもらう 1 0 0 0 0
聞いてくれる 1 0 0 0 0









110 ダンタイ クインチー／国立国語研究所論集 18: 93–119 (2020)
　場面②では，学習者は，授受表現を使わずに，次のように描写していた。
（例 23） ： あーん，だ，あーだからえと，あーねっている（寝ている）妻にえっうー大きいごえ
（声）で，えー，い，い，あー大きいごえ（声）でえっと，あん，あーい，大きい声で，
えっとー叫びたいです。 （I-JASの CCM49）




（例 25） ： その（連体詞）時マリが，おおこって（起きて）ー，警官のいと（人）に，あー，ケ
ンを見てこの（連体詞）いと（人）は泥棒じゃね（ない）ってー，話を，して，警官
の人が，はい，理解して，はい，終わりました。 （I-JASの KKD47）
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表 13　対象者別の語りにおける移動表現の使用量と使用形態（各群 n=13）
場面 移動表現 JJJ EUS CCM KKD VVN
場面①
行く 1 1 0 0 0
帰ってくる 2 0 0 0 0
場面② 来る 1 1 0 0 0
場面③
行く 0 0 1 0 1
来る 2 7 4 4 2
持ってくる 4 1 1 1 0
乗ってくる 1 0 0 0 0
やってくる 4 1 0 0 0
上っていく 0 1 0 0 0
場面④
帰っていく 1 0 0 0 0
起きてくる 3 0 0 0 0
合計 19 12 6 5 3
　日本語母語話者が使用していた移動表現はかなり豊富であった一方，学習者はほとんど「警官
が来る」の「来る」しか使用していなかった。














（例 29） ： あーそしてケンはマリを，おー呼びましたが，マリは寝ている夢中ですので，あーケ
ンの呼び声（こえ）をあー，きけー，聞けーませんでした。あーそして，えーケンはあー

















場面 文末表現 JJJ EUS CCM KKD VVN
場面①
帰ろうとする 0 1 0 0 0
入ろうとする 1 1 0 0 0
場面②
開けてもらおうとする 2 1 0 0 0
起こそうとする 1 1 0 1 0
話そうとする 0 1 0 0 0
呼ぼうとする 0 1 0 0 0
寝ているようだ 1 0 0 0 0
聞こえないようだ 1 0 0 0 0
場面③
行こうとする 1 0 0 0 0
上ろうとする 2 0 0 0 0
上がろうとする 1 0 0 0 0
入ろうとする 6 3 0 6 0
入り込もうとする 1 0 0 0 0
ノックしようとする 0 1 0 0 0
使えようとする 0 1 0 0 0
入るつもりだ 0 0 3 0 0
場面④
納得してもらえたようだ 1 0 0 0 0
出ることにする 0 1 0 0 0
合計 18 12 3 7 0
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（例 30） ：So he found a ladder and tried to climbed up to the second floor.
 和訳：だから，彼は梯子を探して，2階に上ろうとしました。 （EN13）
（例 31） ：하는 수 없이 켄은 사다리를 놓고 2층 창문으로 들어가려고 했어요 .















場面 感情形容詞 JJJ EUS CCM KKD VVN
場面②
呼びたい 0 0 1 0 0
起きてほしい 0 0 1 0 0
場面③ 入りたい 0 1 6 0 0
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（例 34） ： 呃肯晚上想回家，但是忘记带了钥匙。然后他想从窗户喊已经睡觉了的 Mary，但是


















場面 思考・視覚動詞 JJJ EUS CCM KKD VVN
場面① 気付く 1 1 1 0 0
場面② 気付かない 0 0 0 0 1
場面③
思う 1 3 3 3 6
思い出す 0 0 0 0 0
思い込む 1 0 0 0 0
勘違いする 0 1 2 1 0
間違う 0 0 0 1 0
場面④
理解する 0 0 0 1 0
わかる 2 1 0 0 4
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視点のタイプ JJJ EUS CCM KKD VVN
【固定視点】 10（76.9） 6（46.2） 2（15.4） 1（7.7） 0（0.0）
【移動視点】 3（23.1） 5（38.5） 10（76.9） 6（46.2） 5（38.5）
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筑波日本語テスト集 TTBJ（筑波大学）http://ttbj-tsukuba.org/p1.html（2019年 8月 11日確認）
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Are Viewpoints of Intermediate Japanese Learners Different Depending on 
Their Native Language? : An Analysis from the Storytelling Data of I-JAS
DANG THAI Quynh Chi
Adjunct Researcher, JSL Research Division, Research Department, NINJAL
Abstract
This study used the storytelling data of the “International Corpus of Japanese as a Second 
Language (I-JAS)” to examine how American, Chinese, Korean, and Vietnamese learners of 
intermediate-level Japanese use native languages to differentiate the viewpoints while learning 
Japanese. As a result, the subject’s viewpoint clearly displayed that each group of learners tended to 
alternate subjects in many scenarios, especially when new characters appeared, and this tendency 
did not differ depending on the native language. In addition, the perspectives of the predicates 
reveal that the frequency and variety of forms in using expressions differed relying on the predicates’ 
native language. The groups also distinctly observed the influence of the predicates from their 
native language. The following inference can be made postulating the whole discourse from the use 
of the viewpoint expressions of the predicates. American-Japanese learners have the highest 
percentage of fixed viewpoints in each group of learners, while Chinese-Japanese learners had the 
highest ratio of moving viewpoints, Korean-Japanese learners had similar ratios of moving 
viewpoints and neutral viewpoints, and Vietnamese-Japanese learners had the highest ratio of 
neutral viewpoints.
Key words:  learner corpus, subject alternation, viewpoint expression, fixed viewpoint, moving 
viewpoint
